
生徒１人ひとりの夢や目標に寄り添い
教育の新たな姿を創り上げていく

生
徒
の
個
性
を
見
極
め

最
適
な
指
導
を
展
開

 

「
勉
強
が
苦
手
」「
勉
強
に
自
信

が
も
て
な
い
」そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
に
向
け
た
学
習
塾
と
し
て
信

頼
を
獲
得
し
て
い
る
個
別
指
導

塾
「
ベ
ス
ト
個
別
学
院
」
。
同
学

院
を
運
営
し
て
い
る
の
が
『
Ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
』
だ
。

　
２
０
１
９
年
９
月
末
現
在
、宮

城
県
内
31
教
室
を
中
心
に
福
島
、

山
形
、香
川
に
約
１
０
０
教
室
を

展
開
。「
先
生
と
楽
し
く
話
せ
る

か
ら
塾
が
好
き
」と
い
っ
た
理
由

を
は
じ
め
、勉
強
を
好
き
に
な
る

機
会
を
創
出
し
、勉
強
が
苦
手
な

子
ど
も
た
ち
に
適
し
た
テ
キ
ス
ト

を
使
用
。
塾
で
の
学
習
を
通
し
て

「
学
校
の
授
業
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
先
生
に
褒
め
ら
れ

た
」な
ど
の
成
功
体
験
を
積
み
重

ね
、勉
強
に
取
り
組
む
自
立
性
を

育
成
し
て
い
る
。ま
た
、「
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」を
モ
ッ
ト
ー
に
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
夢
や
目
標
に
寄
り
添
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
推
進
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
ス

タ
イ
ル
を
構
築
す
る
な
ど
、地
域

間
の
教
育
格
差
解
消
に
も
注
力

し
て
い
る
。

若
手
社
員
が
活
躍
で
き
る

社
風
も
魅
力

　
そ
ん
な『
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ 

Ａ
ｓ

ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
』
は
若
手
社
員
が
活
躍

で
き
る
社
風
も
魅
力
だ
。独
自
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
授
業
以
外
の
業
務

を
簡
略
化
。
生
徒
と
向
き
合
う

時
間
を
増
や
し
、や
り
が
い
の
あ

る
教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
例
え

ば
新
卒
の
場
合
、初
年
度
は
サ
ブ

ク
ラ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
教

室
運
営
を
学
び
、２
年
目
に
は
１

ク
ラ
ス
を
ま
と
め
る
ク
ラ
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
。そ
の
後
３

〜
４
教
室
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
に
も

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
。「
立

場
が
人
を
育
て
る
」と
い
う
考
え

に
立
脚
し
、
年
に
一
度
実
施
さ
れ

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
ケ
ー
ト
に
希
望

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
伝
え
れ
ば
挑
戦

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な
ど
、

若
手
社
員
の
意
思
を
尊
重
。社
員

の
や
る
気
も
養
成
し
て
い
く
。

 

「
教
育
の
仕
事
な
の
で『
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
応
援
し
た
い
』『
人

の
役
に
立
ち
た
い
』
と
考
え
て
い

る
人
は
最
適
で
す
。過
渡
期
を
迎

え
て
い
る
教
育
現
場
で
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
い
と
い
う
人

も
大
歓
迎
で
す
」と
Ｈ
Ｒ
Ｍ
求
人

採
用
の
鈴
木
翔
子
さ
ん
は
呼
び

か
け
て
い
る
。
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■1 受け持っている生徒一人ひとりの現在の状況などを指導ファイルで確認しながら連絡を
取り交わしていく。■2 自社システムの構築により効率の良い授業を実現。■3 全社員が集ま
る全体研修では互いに手紙を持ち寄る。手書きの手紙には、口頭ではなかなか伝えられな
い同僚らへの日頃の感謝が込められている。■4 目標を達成したときや社員の誕生日などに
サプライズで贈られているケーキ。■5 10周年の際に書かれた寄せ書き。感謝の言葉や今後
の抱負など社員それぞれの思いが綴られている。■6 社員旅行は２年に１回のペースで実施。
10周年を迎えた2018年の４月末には、全社員で沖縄を訪れた。

　一人ひとりの生徒が持つ個性を尊重し、勉強に取り組むやる気
が育まれるよう、常に前向きな姿勢で指導を行うようにしています。
授業では一度にすべてを理解してくれる生徒がいる一方、なかな
か真意が伝わらず苦労をするケースもあります。ただ、苦労を重
ねるからこそ、生徒に良い変化や兆しが見られたときは嬉しいで
すね。なにより、「成績が上がった」「学校の授業で褒められた」
など生徒の喜ぶ顔を見る瞬間に一番のやりがいを感じます。これ
からも１人でも多くの生徒たちを笑顔にしていけるよう頑張ってい
きたいと考えています。

【名前】南川拓哉　【在籍年数】４年
【配属】宮城エリア

生徒の喜ぶ表情を見ることが
一番のやりがいです！

profile

僕たちと一緒に

頑張りましょう！

■設　　立  2009年５月
■代　　表  井関大介
■資  本  金  1,000万円
■従業員数  150人（男85人／女65人）

〒980-0014
仙台市青葉区本町2-3-10
仙台本町ビル3F
TEL／022-281-9936
FAX／022-281-9937
https://best-kobetsu.co.jp/

求 人 情 報会 社 情 報
■初 任 給
■福利厚生
■休日休暇
■職　　種

大学・大学院卒204,777円（月給）
社会保険完備、その他（財形貯蓄制度）
年間総休日数105日（休日97日、計画有休８日）月６日以上休み
個別指導塾の管理・運営

■インターンシップ受け入れ／あり　■大学生アルバイト受け入れ／あり
■採用担当者連絡先／TEL022-281-9631
　　r-bestkobetsu@g-assist.jp

■採用までの流れ
① エントリー
② 会社説明会
③ 一次（書類、適性検査）
④ 二次（面接）
⑤ 三次（面接）
⑥ 四次（社長面接）
⑦ 内定

■CORPORATE
　RESEARCH

□ 会社案内請求
□ 自社説明会
□ 会社見学

マイナビ リクナビ

採用ページはコチラから

1

会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー


